An Interim Report of the Habitat Situation of Freshwater Clam (Corbicula) in Fukui-Prefecture from 2008 to 2014 by 川崎,隆徳 et al.
報 告 福井大学医学部研究雑誌 第16巻 第1号(2016)
福 井 県におけるシジミ(Corbicula)の生息 状況の 中間報告(2008-2014)
一タイワンシジミ(Corbicula fluminea)の侵 入 の脅 威 一#
川 崎 隆徳 ※1,川内一・憲 ※2,田中幸 枝3,小 鍛治 優 ※4,木元 久 ※5,藤井 豊3$
3医学科生命情報医科学講座 分子生命化学領域
An Interim Report of the Habitat Situation of Freshwater Clam (Corbicula) 
              in Fukui-Prefecture from 2008 to 2014 
-Threat of an Invasion of Taiwan Freshwater Clam  (  Corbicula  fluminea)-#
KAWASAKI,  Takanoril, KAWAUTI,  Kazunorin2, TANAKA, Yukie3, KOKAJI,  Masare4,
                            KIMOTO,  Hisashi5 and  FUJII,  Yutaka's 
 'Division of Molecular Biology and Chemistry, Department of Biochemistry and Bioinformative Sciences, 
                   Faculty of Medical Sciences, University of Fukui
Abstract: 
 An inhabitant investigation of freshwater clam (corbicula) in Fukui prefecture from 2008 to 2014 was conducted. As 
an interim result, we will report the 168 specimens and their habitat. 10 individuals of all specimens were 
morphologically concluded to be common freshwater clam (Corbicula leana). Another two individuals were also 
identified as common freshwater clam with high reliability. On the other hand, only two individuals of Lake Kitagata is 
surely appraisal Japanese corbicula (Corbicula japonica). Unfortunately, individuals of Lake Kugushi, having very large 
mutations, have not been positively appraised as Japanese corbicula. Most of the others have been appraised with 
Taiwan freshwater clam  (Corbicula  fluminea).
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要旨:
福井県に生息する淡水二枚貝のシジミ属(αフ1カZ6α@の生息調査を2008年か ら2014年にかけて行った。そ
の中間結果 として,168標本とその生息地を報告する。全標本中の10個体はマシジミ(00ノカ 6ぬ.な∂、η∂)である
と形態学的に鑑定された。また,別 の2個 体 も高い信頼性でもってマシジミと同定されている。一方,北 潟湖の
2個体のみが確実なヤマ トシジミ(Oorわノ6α姦メ4ρo刀∫6∂)と鑑定された。残念ながら,久 々子湖の個体は,非 常に
大きな変異を示すため,確実にヤマ トシジミであると鑑定できなかった。他はほとん どタイワンシジミ(αフ1が6ω勉
ガ〃切加θ∂)と鑑定 された。
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1.はじめに:シ ジミ属(Corbicula)の仲間の現況
日本には在来のシジミ属の仲間として,汽水域に生
息するヤマ トシジミ(Corbicula japonica),および淡水
域に生息するマシジミ(Cleana)とセタシジミ(C sandai)
の3種 が知られている1・2)。そして,1980年頃から中
国 ・台湾 ・韓国 ・ロシアなどから淡水域に生息するタ
イワンシジミ(C fluminea)が食用 として輸入されるよ
うになり,その後全国でタイワンシジミと思われる個
体が,自然界で確認されるようになってきた1～3)。福
井県も例外ではなく,タイワンシジミと思われる個体
が各所で確認されている。そこで,福井県に生息する
シジミの生息状況の把握が必要 と考え,2008年ごろ
から調査を開始 した。県内の生息場所は非常に多 く,
また形態学的な変異も多様で鑑定には多大な時間を要
するため,今 回は中間的な報告にとどめた。
2.福井県内に生息するシジミの仲間
福井県内48生息地域(図1)で 採集されたシジミ
168標本の情報を 「福井県のシジミ標本 リス ト①,②」
と 「福井県のシジミ標本集①～⑦」にまとめた。標本
リストには,標本No.,生息地域,メ ッシュ番号,地域
別番号,固体別番号,種名(和名),殻長(mm),型名4),
採集年月日,生息環境(止水域/流 水域 ・泥底/砂 底
/砂泥底/砂 礫底)および備考(生息数等)を記載 し,
標本 リス トには標本No.,殻の内面(上)と外面(下)
の写真,種 名(和名),採集地名,最 大殻長 ・採集地別
番号(1～48)一個体別番号,採集年月 日および生息環
境(止水域/流 水域 ・泥底/砂 底/砂 泥底/砂 礫底)
を記載 した。採集地別毎に枠で囲み,ま た,種別毎に
記載事項の下地を色分けした。ヤマ トシジミは水色,
マシジミは薄紫色,タ イワンシジミは薄黄緑色の下地
を用いた。シジミの仲間を明確に分類することは非常
に困難である。鑑定が不確実な場合には?を 付けた。
また,種 の同定ができなかった場合には 「シジミの一
種」 として薄榿色の下地を用いて記載 している。
○ ヤマ トシジミ(Corbicula japonica)準絶滅危惧
(NT)4)
殻長は30mm～50mmになる。日本全国に分布 し,生
息環境は汽水域の砂泥底に生息する。雌雄異体で卵生。
殻の外側は光沢があり,若いうちは茶褐色で成長につ
れ黒色に変化する。殻の内面はやや青紫色をしている
が成長 とともに白色になる。
福井県では,北潟湖の汽水域に生息する2個 体(標
本No.2,3・標本集①:あ わら市浜坂2-1,2)が採集さ
れた。確実に汽水湖である久々子湖の個体は非常に変
異 が 多 く確 実 な 鑑 定 が で き て い な い(標 本
No.160-163・標本集⑦:三方郡美浜町笹田44-1～4)。
また,水月湖畔の個体についても確実な鑑定が難 しい
状況である(標本No.164,165・標本集⑦:三方上中郡
若狭町海山45-1,2)。
○マ シジ ミ(Corbicula leana)絶滅危惧H類(VU)4)
殻長 は30mm～50mm日本全 国に分布 し,淡水域 に生
息す る。生息環境 は山間部 の清流 が流れ る小河川 か ら
平野部 の農業用水路 の砂礫底～泥底 まで,流 水域 ・止
水域 の比較的水 のきれい な環境 に生息す る。雌雄 同体
で卵胎生。雄性発生 とされ るが繁殖様式 は十分解 明さ
れ てい ない。殻の 内面 は淡い青紫色。平均水温19℃ 以
上 で繁殖す る。
福井県 では,あ わ ら市(標 本No.1・標本集①:橋 屋
1-1)と坂井市(標 本No.13-15,19,20,23,25,41,46・
標本集①:三 国町西野 中6-1,三 国町山岸7-1,三 国
町野 中8-1,坂井町今井9-1,2,5,②:坂井 町今井9-7,
春江町大牧14-2,7)の10個体 が採集 され た。 この中
で,No.13(6-1)およびNo.14(7-1)の個体 は殻長5
cmほどもある大型 のナ リヒラシジ ミ型 に分類 され た。
また,鯖江市(標 本No.101・標本集⑤:上 野田町33-1)
と越前市(標 本No.123・標本集⑥:余 田(は ぐり)町
38-1)の2個体 はほぼ間違 いな くマシジ ミと鑑定 され
た。
○セタシジミ(Corbicula sandai)絶滅危惧H類(VU)4)
琵琶湖の固有種。水深10m前後までの砂礫底 ・砂泥
底部に生息する。寿命は7年 ～8年 とされ,雌 雄異体
で卵生。殻の内面は濃い青紫色。産出量が激減 し漁獲
量が制限されている。琵琶湖固有種で福井県内には生
息 していない と思われる。実際 今回の調査でも見つ
かっていない。
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○タイワンシジミ(Corbicula fluminea)類4・5)
中国 ・台湾を中心 とした東アジアの淡水域に生息す
るシジミで,雌雄同体の卵胎生,基 本的な生態はマシ
ジミに似ている。形態的にもよく似ており遺伝的にも
近い。マシジミと同一種 とする説もあり,分類は定ま
っていない。繁殖力はマシジミより遥かに高いと言わ
れる。また,生息環境はマシジミがきれいな水域環境
を好むのに対 し,比較的汚れた水域に生息 し,む しろ
きれいな水を好まない。殻の内面の色は多様である。
福井県では,今回の調査48地域中41地域で確認さ
れ,168標本中147個体が採集されている。
○シジミの一種(Corbicula sp)
大飯郡大飯町安川の用水路に小型のシジミの一種が
生息 している。既存のシジミの特徴 とは明らかに異な
る形態をしている(標本No.168・標本集⑦:48-1)。
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3.タイワンシジミのマシジミに対する遺伝子汚染の
問題
タイワンシジミとマシジミは共に精子側の遺伝子の
みが遺伝する(雄性発生)ため,タ イワンシジミの精
子で受精 したマシジミの小貝はすべてタイワンシジミ
となってしまう。繁殖能力はタイワンシジミが強 く,
マシジミの生息地にタイワンシジミが移入すると,3
～4年 でマシジミがタイワンシジミ化 した現象も報告
されている。たった1個体のタイワンシジミが移入 し
た場合でも,マ シジミの生息 していない環境では自己
受精によって繁殖する。タイワンシジミの国内への定
着 とマシジミの激減 という二つ併せ持つ問題であるこ
とを理解 しておきたい。そして,タイワンシジミに汚
染されていない環境 と,そこに生息するマシジミは保
護すべき対象である。県内では九頭竜川左岸の坂井平
野が有望な地域である(図1)。
さらに,数種のシジミの仲間が生息する環境では,
中間的な形態を示すものが小数だが確認される。マシ
ジミとタイワンシジミの雄性発生にも例外があり,雑
種が出る可能性があるように思われる。
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図1福 井県内のシジミの仲間の生息調査地域1～48
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